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鳥取県西部地震の震源断層付近の地殻不均質構造を明らかにするために，鳥取県西部地震合同観測の一環とし
て，反射法地殻構造探査で用いるディジタル・テレメトリシステム(CDP アレイ)を使った余震観測を行なった．測
線は，断層にほぼ平行な国道180 号沿いとそれにほぼ直交する道路沿いに設定し，総延長は12km であった．観測
期間は，2000 年 10 月 21 日 17 時から 10 月 25 日 9 時までの 85 時間で，準連続観測を行なった．観測期間中に，
気象庁や京大防災研で震源決定された余震は約 1000 個であり，そのうち約500 個の地震が収録された．記録には，
地殻内の反射面からのものと思われる反射波が認められた． 

 
 
(1)はじめに 
近年，内陸地震の発生に下部地殻が大きく関与しているといわれている．内陸地震の発生機構を解明するため

には下部地殻にあると考えられている地殻流体などに起因する地殻の不均質構造を詳細に知ることが不可欠であ
る． 

去る 2000 年 10 月 6 日に鳥取県西部を震源とする Mw6.6 の地震が発生した．この地震は，北西－南東走向の断
層上でおきた左横ずれ型の地震であった(菊地，2000)．鳥取島根県境付近は 1990 年頃にも群発地震活動がみられ
た地域であり，地殻内反射面の存在が指摘されていた(中尾・他，1993)．我々は，震源断層付近の地殻不均質構造
を明らかにするために，鳥取県西部地震合同観測の一環として，反射法地殻構造探査で用いるディジタル・テレメ
トリーシステム(CDP アレイ)を使った余震観測を行なった．CDP アレイを用いた余震観測は世界でもあまり例をみ
ないものである．このアレイ観測では，一般的な余震観測に比べてきわめて高密度に地震計を展開することが可能
である．CDP アレイ観測により得られたデータを反射法や散乱法で処理することで，地殻内の反射面や散乱体の分
布を明らかにすることができる．これにより，下部地殻の不均質構造や震源断層の正確な位置，大きさを知ること
ができ，鳥取県西部地震のような内陸地震の発生機構を解明する手がかりとなる． 

 
(2)余震観測 
観測測線は，断層にほぼ平行な鳥取県西伯町早田から日南町中津合に至る国道 180 号沿いとそれにほぼ直交す

る道路沿い(日南町吉鑪まで)に設定した．総測線長は12km で，オンライン受振点を50m 間隔で展開した．受振器
は 10Hz 上下動地震計を使用した．探鉱器はGDAPS-4 を使用し，収録は 240 チャンネル，サンプリング周波数は250Hz
で，64 秒の連続記録を約 90 秒のサイクルで収録するという準連続観測を行なった．観測期間は，2000 年 10 月 21
日 17 時から 10 月 25 日 9 時までの 85 時間であった． 

 
(3)データ処理 
観測期間中に，気象庁や京大防災研で震源決定された余震は約1000 個であった．準連続観測された記録をこの

余震の震源時刻に基づいて編集(切り出し)し，約 500 個の地震記録を得た．初動到達から数秒の間に地殻内の反射
面からのものと思われる反射波を認めることができた．通常の反射法地殻構造探査と違い震源が地下深くにあるの
で，たとえば VSP(Vertical Seismic Profiling)法(例えば，井川，1994)を本データに適用して，反射面を推定す



る必要がある．同時に，散乱法の解析も行ない，散乱体の分布も求める． 
 
本観測のデータの収集は，佐藤比呂志・岩崎貴哉・蔵下英司・一ノ瀬洋一郎・坂 守・中川茂樹・足立啓二・

加藤直子・永井 悟(東大地震研)，伊藤谷生・宮内崇裕・河村知徳・鈴木和子(千葉大)，越谷 信・鐙 顕正(岩
手大)，川部喜朗(地科研)，山田 朗・牛尾隆志(岡山大)，西山浩史・余田隆史・宗藤 航(鳥取大)，櫻井 剛・
薗部美穂子・明石美和(島根大)，千葉美穂(東京理科大)によって実施された． 


